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『
懐
徳
堂
研
究
』
第
９
号　

投
稿
規
定

　

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
懐
徳
堂
研
究
』
第
９
号
の

　

原
稿
を
下
記
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
す
る
原
稿

◦
懐
徳
堂
お
よ
び
そ
の
周
辺
領
域
の
研
究
に
関
す
る
論
考
。

◦
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
関
わ
る
論
考
。

　

締
切

◦
二
〇
一
七
年
一
〇
月
末
日
（
必
着
）。

　

枚
数

◦
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
五
〇
枚
以
内
。

◦
た
だ
し
目
録
・
翻
刻
な
ど
で
大
部
な
も
の
は
枚
数
の
超
過
を

認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

　

形
式

◦
打
ち
出
し
原
稿
お
よ
び
電
子
デ
ー
タ（
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
フ
ァ
イ
ル
。

一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
も
可
）。

◦
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
の
こ
と
。

　

採
否

◦
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
審
査
を
経
て
採
否
を
決
定

し
、
執
筆
者
へ
通
知
す
る
。

　

校
正

◦
著
者
校
正
は
再
校
ま
で
。

◦
念
校
は
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
行
う
。

　

刊
行
形
態

◦
二
〇
一
八
年
二
月
刊
行
予
定
。

◦
関
係
機
関
や
研
究
者
に
配
布
す
る
。

◦
刊
行
物
と
同
内
容
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
本
誌
刊

行
一
年
後
か
ら
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
、
及
び
大
阪
大

学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
）
に
て
公
開
す
る
。

　

抜
刷

◦
執
筆
者
に
は
本
冊
二
部
お
よ
び
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

◦
追
加
の
抜
刷
を
希
望
の
場
合
は
、
初
校
返
送
時
に
連
絡
し
、

そ
の
実
費
を
執
筆
者
が
負
担
す
る
。

　

ご
不
明
な
点
は
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
ま
で
御
照
会
く
だ
さ
い
。

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報

　

二
〇
一
六
年
二
月
二
八
日
『
懐
徳
堂
研
究
』
第
７
号
を
発
行
。

　

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
は
以
下
の
通
り
。

�

（
二
〇
一
六
年
四
月
～
二
〇
一
七
年
三
月
）

・
セ
ン
タ
ー
長 

湯
浅
邦
弘
（
本
研
究
科
教
授
）

・
研
究
員　
　

 

中
村
翼
（
本
研
究
科
助
教
）

・
職
員　
　
　

 

佐
野
大
介

123

原稿募集・彙報


